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死亡統計よりみた結核の感染と発病についでの吟味

森 厚

妊乗の日本では､-インペック､マルムロス､我国での岡､熊谷博士等によってうちたてられた初

感染肺結核詮が支配的である.L例-ぼ巌谷博士は ｢我国の肺結核の大部分は初感染肺癖であるO｣と､

づこ最正に千葉､所沢氏は ｢日本では結核症が初感染に続発し､ 且初感染症の運命は-年以内に決す

る｡｣とV､ふ｡

劃期的な之等籍業績により､ 日本否貴近ではフロストによれば､全世界の結核成立も初感染に立脚∫

してゐるやうでさ-ある阜恩はれる｡ か くして貴淀の日本では ｢ツ｣陽樽後1年以内に発病するもの

が殆んど大部分で､ それら以外から後年発病するのは少く､又外因性再感染は無硯してよもへとの詮が

専らであり､発病阻止の努力もその説に捉払､重点が陽樽産後におかれてゐるやうである.

併し之で大綱は捉-えては居 ようが､之だけで日本成人結核の発生孝義展を姦しうるであらうか､我

･kの日常経験では必ずしも全部が之のみで説明されえなV,例が少くないo

そこでこの検討の蔑､感染よりの発病率を調べてみたO 千葉 ･所沢氏は ｢重陽持者中/016%が初感

染巣を規はし､1-3年間にその露が治癒した､叉その有所見者は全部陽棒径1年以内に発見された｡｣

と明.甲このべ､陰部氏は ｢初感染が起ると天体鮒%が初期変化群のま1治癒し､積 り10或は4-5%が
発病してくるO｣と小払､岩崎氏も ｢初感染から1年以内に慢性結核症の素地ができるもの多 く､初期

変化群のみで平均90%治癒し､残り10%がそれ以上の変化を起す｣と､染谷氏捻 ｢随時者からのⅩ線的

発病者は約20%｣､柳沢氏は ｢大体10-30%｣と述べ､持家の意見恨大凡20%位であり､ その露釦ち

金感染者の約10%が所謂発病してゐるとV,ふことになるq
か くみた上で日本死亡統計をみると､締核は尚民給死亡の約1/7をしめてゐる事実に寮付 く｡近藤氏

は他の死因-の潜在結核死をも算入すると約5iと迄いふ. その中肺外結核は5iにすぎぬOその他に他

疾患での死亡がさけられたとすると､結核で死亡するであちう数は更に相当槍加する紅蓮仏ない事が

想像されるO而 も｢ツ｣陰性の健で死亡する者の相当多い事は､現在日本人の ｢ツ｣陽性率及び乳劫

兄の高率死亡等から琴易に予想されるO 叉他疾患死亡者に ｢ツ｣陽性率が特に商いとは考-られす､

一方乳幼兄の感染よりの発病率は相当商いが､之は仝結核死亡中の1/24を二占めるにすぎぬ｡又千葉氏

等を始め上述q畢轡は対象が主に青年期であるが､ 乳幼兄以外では他の年令暦の発病率はむしろ高く
なレ､であらう｡

玖上から大凡次の事が大過なしに言払うるかと考へられるo 邑Pち一旦 ｢ツ｣陽性になった者の20%
位は少 くとも結核で死ぬ計算になり､隈部氏説は勿論､一般にいふ20.%前後のⅩ線的発病者は全部死

んでもまだたらぬ事隼なってくるであらうo 現行諸療法が有効であれば侍史であるOただ発病時と死

亡時の ｢ツ｣陽性率に年月のズレがあるが､隈部､柳沢氏､厚生省等によりそれは大部分五年以内で

あるからその間に著差はないはづであるo

そこで千葉氏等を始めとする貴重な成績の上にたち､ 又一旦 ｢ツ｣陽性になれば殆んど陰持せぬっ~●ヽ
従って叉陽鱒邑P初感染との基礎にたつ以上､ 求められるべき上述矛盾をとく道は､無硯しえぬ雷要因

子として､ 陽樽後年月を経てⅩ線的に異常所見が初めて発野 る場合､即ち再感染叉は再燃の問題が
閑興せざるtを得ぬとの推論に到達するo

上述の矛盾が解決されない限り,再感染及再燃を全く無税した予防及対策は相当の欠格を包含して

ゐるものといはねばならぬのではなからうかo


